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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
現
下
の
我
が
国
の
経
済
状
況
に
対
す
る
政
府
の
認
識
に
関
す
る
再
質
問
に
対
す
る
答
弁

書

一
に
つ
い
て

我
が
国
経
済
は
、
現
在
は
第
一
次
石
油
危
機
で
経
験
し
た
よ
う
な
著
し
い
物
価
上
昇
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、
一
般
に
ス
タ

グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
状
況
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
当
時
と
は
状
況
が
異
な
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
が
、
世
界
的

な
資
源
・
食
料
価
格
の
高
止
ま
り
、
米
国
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
に
端
を
発
し
た
金
融
資
本
市
場
の
動
揺
や
世
界
経

済
の
成
長
鈍
化
と
い
っ
た
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
受
け
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
政
府
と
し
て
、
経
済
の
動
向
を
注
視
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

「
安
心
実
現
の
た
め
の
緊
急
総
合
対
策
」
（
平
成
二
十
年
八
月
二
十
九
日
「
安
心
実
現
の
た
め
の
緊
急
総
合
対
策
」
に
関

す
る
政
府
・
与
党
会
議
、
経
済
対
策
閣
僚
会
議
合
同
会
議
決
定
。
以
下
「
総
合
対
策
」
と
い
う
。
）
は
、
世
界
的
な
資
源
・

食
料
価
格
の
高
騰
及
び
世
界
経
済
の
成
長
鈍
化
の
影
響
を
受
け
た
人
々
や
、
農
林
水
産
業
、
中
小
零
細
企
業
、
雇
用
や
医
療

に
不
安
を
感
じ
る
人
々
に
安
心
を
も
た
ら
す
と
と
も
に
、
改
革
を
通
じ
て
経
済
成
長
を
実
現
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

一



ま
た
、
総
合
対
策
の
決
定
後
、
国
際
金
融
情
勢
は
大
き
く
変
動
し
て
お
り
、
我
が
国
実
体
経
済
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
新
た
な
事
態
に
対
応
す
る
た
め
、
政
府
は
、
新
し
い
経
済
対
策
を
早
急
に
策
定
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

二


